「イエス様のお祈り」　マルコ1:35　2013年1月20日　聖日家族礼拝
1. イエス様は30歳から33歳までの三年間、イスラエル中を巡り回って神様のことを人々に伝え、困っている人を助けられました。
2. それはそれは忙しい毎日、今日は東に、明日は西に、あさっては北に、しあさっては南に･･･といった具合です。多くの人がイエス様の助けを待っていましたから、イエス様は体が疲れてもとにかく時間を惜しんで人々のため、神様のために働かれたのです。
さて、そんなイエス様の力の源は何だったでしょうか？　イエス様はどうしてこんなに力強く、イスラエル中を回って神様のお仕事をすることが出来たのでしょうか？

さて、ここで問題です。イエス様が力強く歩むことが出来たのはなぜだったのでしょう？
3. (1)お祈りしていたから
いつも神様にお祈りして、神様から力をいただいていたので、イエス様はこれだけのことをすることができた。
4. (2) エナジードリンクを飲んでいた
ありとあらゆるエナジードリクを飲んでいたので、何とかやっていけた・・・のかな？
5. (3) 本当は弟子たちがイエス様を運んでいた
イエス様は自分で歩いていなかったので、そんなに苦労していなかった・・・のかな？
6. (1)お祈りしていた　(2)エナジードリンクを飲んでいた　(3)弟子たちが運んでいた
さて、答えはどれでしょう？

7. はい、正解は(1)ですね！

8. 「朝早くまだ暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っておられた。」マルコ1:35

イエス様は神様ですが、人となって地上に来られました。ですから疲れることもあったでしょうし、つらいこと、悲しいこと、痛いこと、苦しいこともあったはずです。

　でもそれでもいつも力強く神様のお働きをすることが出来たのは、お祈りしていたからです。いつも神様のことを思い、おゆだねしていたからです。イエス様の力の源は、神様を思うこと、祈りの力だったんですね。

　お祈りすることは私たちの力です。神様を思い、お祈りする私たちでありたいですね。

おしまい。
